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ひのきしんはすぐにできる     

神様への ご恩報じ 

船橋船橋船橋船橋副副副副支部支部支部支部長長長長    

福本福本福本福本    三之助三之助三之助三之助    

船橋支部の情報をあなたの 

携帯電話にメールでお届けします。 

 こちらの QRQRQRQR コードコードコードコードからご登録ください。

親子親子親子親子ひのきしんデーひのきしんデーひのきしんデーひのきしんデー    
                                                                                     
とととと    きききき：8888    月    19191919 日    （（（（    土土土土    ））））    ※※※※雨天中止    
ところところところところ：：：：あったかホームあったかホームあったかホームあったかホーム鎌鎌鎌鎌ヶヶヶヶ谷谷谷谷デイサービスセンターデイサービスセンターデイサービスセンターデイサービスセンター    
            （（（（鎌ヶ谷市鎌ヶ谷鎌ヶ谷市鎌ヶ谷鎌ヶ谷市鎌ヶ谷鎌ヶ谷市鎌ヶ谷 3333----2222----8888    新京成線鎌ヶ谷大仏駅から徒歩新京成線鎌ヶ谷大仏駅から徒歩新京成線鎌ヶ谷大仏駅から徒歩新京成線鎌ヶ谷大仏駅から徒歩 4444 分分分分））））    

じかんじかんじかんじかん：：：：１０１０１０１０時時時時４５４５４５４５分分分分～～～～１２１２１２１２時時時時までまでまでまで    
内内内内    容容容容：：：：敷地内敷地内敷地内敷地内のののの草草草草むしりむしりむしりむしりもしくはもしくはもしくはもしくは    おおおお年寄年寄年寄年寄りとのコミュニケーションりとのコミュニケーションりとのコミュニケーションりとのコミュニケーション    

神西基分教会向神西基分教会向神西基分教会向神西基分教会向かいかいかいかい    

※※※※少年会少年会少年会少年会にににに関係関係関係関係なくなくなくなく大勢大勢大勢大勢おおおお集集集集まりくださいまりくださいまりくださいまりください。。。。駐車場駐車場駐車場駐車場もございますがなるべくもございますがなるべくもございますがなるべくもございますがなるべく    
電車電車電車電車、、、、バスでおバスでおバスでおバスでお越越越越しくださいしくださいしくださいしください。。。。        連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：090090090090----9963996399639963----7954 7954 7954 7954 村上村上村上村上までまでまでまで    

天理教船橋支部副支部長 福本 三之助 

いつも一緒・・・ 

自分の信仰を見つめ直し、前向きに歩みを進める契機に 

期間 平成２９年８月～平成３０年３月 

後継者講習会は 20 歳から 40 歳までのこの道の信仰者を対象に 25 次に 

わたり、毎次 2泊 3日で 1000 人を超える受講者を受け入れて開催されます。 

この講習会は教会の未来のための講習会です。 

私の知人、県外の人に天理時報を読んでいただいています。 

その方は２、３回おぢばがえりをして下さっていますが、特に天理教を信じているわけではありませんが、 

読む事が好きなので、私が読み終わった陽気の本を会うたびに持っていきます。その方の御主人が 

元、高校の国語の教師でしたが、今は定年退職し、御近所の興味のある方々と講座を開いているそうです

が、今年の2月26日号、天理時報の特別企画（芭蕉の生涯）の記事を見て、それを参考にしてお話が出来

たと喜んでいました。この方も天理教には興味ないと言っていました。 

信仰のない方でも天理時報がお役に立てたことを嬉しく思います。             鈴木 時江 

 

天理時報の活用 

お道の言葉には素敵な言葉が沢山ありますが、 

その中でも"ひのきしん"は、生かされているご恩報じの 

方法として果し易い行動ではないでしょうか。 

例えば、月次祭のおつとめ奉仕は月に一度です。 

又、おさづけのお取次も、目の前に病人さんが居ても、躊躇してしまい後で後悔してしまうことがない

でしょうか。その点、"ひのきしん"は、ほんの少しの時間があれば、何時でも何処でも出来ます。私事

ですが、毎朝、近所の道路の掃き掃除やゴミ置き場の整理をしています。特に、教会の前は小学

生の通学路になっているので、気持ち良く通学してほしい思いでさせて頂いています。みかぐらうたに

"もっこにのおてひのきしん"、"よくをわすれてひのきしん"等、"ひのきしん"の方法や、心構えについて

お示し頂いています。 

 "言われてするのは正直者、言われてせんのは横着者、言われん先にするのが誠真実" 

 

日ごろ思っている事や何気ない出来事なんでも結構です。 

皆様の投稿をお待ちしております。 


